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１．はじめに 

 矢状面で起こるヒトの脊柱アライメントの弯曲の異常

は円背と呼ばれる．円背による胸椎後弯および腰椎前弯

変形は，頸部から下肢に至る多くの筋群の筋の短縮や延

長をもたらし，筋力の低下に影響を与えるとされている

[1]．円背を含めた脊柱アライメントの異常は，加齢に伴

い特に症状がなく，本人が気づかないまま伴い進行する

ことから，定期的な測定が必要である[2]．円背測定法に

はレントゲン撮影による脊柱コブ角による円背測定，曲

線定規[3]を用いた円背指数測定法が挙げられるが，被ば

くの問題や専門知識，専用機器が必要であり，定期的な

測定により姿勢アライメントを確認するツールではない

ため日常的に姿勢の変化を知ることは難しい． 

 そこで我々は，被ばくの問題が無く，専門知識や専用

機器を必要とせず，どこでも簡便に円背を測定できる手

法の開発を進めてきた．過去の研究では，仰臥位におけ

るカメラ画像による円背推定法を提案した．円背指数と

の有意な相関は報告されたものの，仰臥位姿勢を取れな

い者に測定ができないことや，健康増進事業においては

ベッドを準備する必要があるなどの問題があった[4]．本

稿では，これらの課題を解決するため，カメラ画像から

立位で円背の程度を推定できうるランドマークを提案し，

その有効性について報告する． 

 

２．円背指数の計測方法 

円背との相関を比較する指標として，円背と高い相関

を示している円背指数を用いた[3]． 

２．１ 実験環境 

円背指数は曲線定規（0.6m曲線ルーラー．T&B社製）

を用い，経験年数が21年の理学療法士が測定した ． 

２．２ 実験条件 

Milneらによると，曲線定規による円背指数の測定時に

対象者は上半身を脱衣する必要のあることが記されてい

るが[4]，実際の健康増進事業の現場では対象者に脱衣を

指示することは困難であるため，T シャツなどの薄着に

なるよう指示した． 

２．３ 測定方法 

曲線定規を用いて円背指数の測定を行った．図 1 左の

ように曲線定規で第 7 頚椎から第 4 腰椎の背部の弯曲を

なぞり，その形状を紙面にトレースする．図 1 右図のよ

うに第 7 頚椎と第 4 腰椎を結ぶ直線 L[cm]，直線 L から

弯曲頂点までの距離をH[cm]とし，その割合を算出（H/L 

× 100）し，円背指数とするものである．円背指数は検者

内信頼性および検者間信頼性が中年以降の対象者で高く，

レントゲン測定の結果との相関性が高いことが報告され

ている[5]． 

   
図 1 円背測定の様子 

 

３．身体ランドマークの提案と有効性評価実験 

まず若年者を対象に，身体ランドマーク提案を行った．

その後，高齢者を対象に提案手法の有効性を調べた． 

３．１ 身体ランドマークの提案 

過去の研究にて円背指数との高い相関を示したランド

マーク候補を図 2 に示す．目尻と耳珠結んだ角度である

Sagittal Head Angle（以下SHAと記す），耳珠と第 7頸椎

結んだ角度であるCraniovertebral Angle（以下CAと記す），

第 7頸椎と肩峰を結んだ角度であるShoulder Angle（以下

SAと記す）が提案され[6]，円背と深いかかわりがあると

される頭部前傾姿勢との相関が確認されている[7]．第 7

頸椎，肩峰の位置はカメラ画像からの正確な推定が難し

いため，目印となるマーカを付け撮影を行った．さらに，

脊柱に沿った首と水平線を結んだ角である Neck Angle

（以下 NA と記す）を図 2 右のように提案した．NA を

提案した理由としては，首は頸椎と胸椎の境目の部分で

あり，頭部前傾姿勢が円背指数との相関を示しているた

めである[8]． 

    

図 2 SHA，SA，CAの位置（左），NAの位置（右） 

（文献[5]を一部改変引用） 
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３．２ 実験環境 

 写真撮影時の目印には直径 12.7[mm]のマーカ（株式会

社ノビテック）を，撮影にはデジタルカメラ（HC-W870M，

Panasonic社製）を用いた． 

３．３ 実験条件 

被測定者は 22～24 歳の学生 13 名である．マーカ貼付

状態の立位右側面からの画像を撮影した．カメラと被測

定者との距離を1[m]とし，つま先とカメラ位置が合うよ

うに設置した．カメラ高さは被測定者の耳珠の高さに合

わせた． 

３．４ 解析方法 

身体ランドマークの提案については，立位側面画像か

らSHA，CA，SA，NAをImageJ 1.54d (version 1.54d, National 

Institutes of Health, Bethesda, Maryland, USA) のポイントツ

ールを用いて算出した．その後各ランドマーク候補と円

背指数との相関を調べた． 

３．５ 高齢者画像からの解析 

若年者では円背指数の幅が狭いため，過去に撮影した高

齢者画像の円背指数と，3.4で高い相関の得られたランド

マークとの相関を調べた．高齢者画像は，認知機能およ

び身体機能の検診の参加者を対象に撮影された．対象画

像は 118枚で，このうち本研究の提案手法に基づき角度

を算出できた画像は 62 枚であった．これらの画像から

SHAやNAと円背指数との相関を確認した． 

 

４．結果と考察 

円背指数の平均値±標準偏差（最小～最大）は 5.64±

1.68（1.94～8.9）[ ]であった．Milneの報告において，12.7

以上の対象者を円背群としているが[3]，若年層の被測定

者群において円背と診断される者はいなかった． 

 表 1 に円背指数と各角度との相関を示す．円背指数と

有意な相関が認められたのはNA（相関係数-0.83）であ

った（*p<0.05）． 

 

表 1 若年者における円背指数と各角度の相関 

   
 

 次に，高齢者画像に対し，比較的相関の高かったSHA

や NA と円背指数との相関を表 2 に示す．円背指数は

7.06±2.50[ ]（0.88～14.78）であった．NAで円背指数と

の有意な相関がみられ，相関係数は-0.76 であった

（*p<0.05）． 

 

表 2 高齢者におけるSHA，NAと円背指数との相関 

   

 NA と円背指数の相関が若年者でも高齢者でも高かっ

た理由として，円背の影響が頭部前傾姿勢，ひいては首

に出やすかったためと考える． 

 提案されていたSHA，CA，SAの相関が高くなかった

理由として，カメラを設置する場所によって値が変わっ

たと考えられる．本稿ではカメラ位置をつま先に合わせ

たが，参考とした文献では特に記述がなかったため，側

面からみて耳珠や肩と平行な位置に合わせるなど，撮影

する角度によって生じる誤差を検証する必要がある． 

今後の課題として，正確に NA を計測するためには詳

細な条件設定が必須なことが挙げられる．今回，過去に

撮影した高齢者画像のうち約半数が使えなかった．これ

は，襟のついた服や髪の毛によって首元が見えなかった

こと，目線が不自然な方向を向いておりSHAやNAに影

響があったためである．今回，円背と診断された方の画

像が少なく，サンプル数の不足も挙げられるため，今後，

幅広い年齢層，円背指数に対して検証する必要がある． 
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円背指数との相関

SHA -0.45

CA -0.14

SA 0.37

NA -0.83*

円背指数との相関

SHA -0.12

NA -0.76*


